
新宮川水系（熊野川）河川整備計画について 

これまでの経緯と今後の進め方                      
平成 20 年 6 月１１日 
・新宮川水系河川整備基本方針 策定 

 
・明日の熊野川整備のあり方 公表（平成 21 年 3 月 熊野川懇談会） 

 
洪水被害の発生 
・平成 23 年紀伊半島大水害（浸水面積約 430ha、浸水家屋約 3,300 戸） 

 
河川激甚災害対策特別緊急事業着手（平成 23 年～平成 28 年） 
・主な対策として河道掘削、築堤、輪中堤等 

 
熊野川改修事業（緊急対策特定区間）※平成 29 年度から概ね 5 年間 
・主な対策として河道掘削等 

令和 2 年 7 月 
「気候変動を踏まえた治水計画のあり方について」答申（社会資本整備審議会） 
・気候変動を踏まえた治水計画の見直し及び流域治水への転換を提言 

 
・明日の熊野川整備のあり方（追記版） 公表（令和 3 年 6 月 熊野川懇談会） 

令和 3 年 10 月 15 日 
・新宮川水系河川整備基本方針 変更 

 
令和 3 年 12 月 15 日 
・新宮川水系（熊野川）河川整備計画（原案）及び意見聴取方法の公表 

令和 3 年 12 月 18 日、令和 4 年 1 月 21 日、令和 4 年 2 月 13 日 
学識経験を有する者（熊野川懇談会） 

令和 3 年 12 月 20 日から令和 4 年 1 月 19 日 
関係住民（パブリックコメント） 

令和 4 年 1 月 15 日、16 日 
関係住民（公聴会） 

令和４年 2 月２5 日 
・新宮川水系（熊野川）河川整備計画（案）の公表 

 
関係県知事 

 
 令和４年 3 月３１日 

・新宮川水系（熊野川）河川整備計画 策定 
 

関係市町村長 

意見聴取 

意見聴取 

意見聴取 意見聴取 

※河川法第 16 条の 2 に基づく手続き 

意見聴取 

Administrator
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新宮川水系（熊野川）河川整備計画のポイント

■河川整備基本方針の目標に向けた段階的な整備

・基準地点相賀において22,000m3/s の流量を安全に流下させる。
・流域内の既存ダムにおける効果的な事前放流を行うための取組を進

める等により、洪水時の最大流量が平成23年9月洪水と同程度である
24,000m3/s の流量に対しても、できるだけ水位を低下させることに
努める。

・集水域と氾濫域を含む流域全体で、あらゆる関係者が協働して行う
総合的かつ多層的な治水対策を推進し、避難態勢の構築等により、人
命・資産・社会経済の被害軽減を図る。

河川整備計画の目標

新宮川水系河川整備基本方針の目標に向けた段階的な整備イメージ図



□ 気候変動の影響により頻発化・激甚化する水災害から地域を守る

新宮川水系（熊野川）河川整備計画のポイント

・施設能力を上回る洪水の発生に対しても、人命を守り、経済被害を軽減するため、集水域と
氾濫域を含む流域全体で、あらゆる関係者が協働して行う総合的かつ多層的な治水対策を推
進する。

「流域治水」の施策のイメージ

熊野川水系流域治水プロジェクト（令和３年３月版）



新宮川水系（熊野川）河川整備計画のポイント

□ 気候変動の影響により頻発化・激甚化する水災害から地域を守る

危機管理

避難支援（地区タイムライン）※紀宝町より

河道掘削

河道掘削イメージ（平面図）

洪水調節機能の強化

事前放流イメージ

発電所 利水容量

洪水吐ゲート

利水容量

＜例＞

放流設備の整備

既設放流設備の改造

＜例＞

既設洪水吐ゲートの

改造

放流能力の向上により洪水調節
に使用できる容量を増大

堆砂

既存ダムの施設改造イメージ

耐震対策

鮒田水門

維持管理の効率化

堤防整備イメージ（横断図）

熊野川1.6k左岸付近

河道掘削のイメージ

熊野川1.０k付近

熊野川3.０k付近

河道掘削のイメージ

相野谷川4.4k左岸付近

堤防整備イメージ（横断図）

高台整備
（宮井戸津波避難所）

ＤＸの推進
（三次元管内図イメージ）

内水対策

市田川排水機場増強イメージ

防災授業

住民

役場
社会福祉
協議会

都府県

気象台

河川
管理者

消防団
（地元）

ライフライン
医師会道路

管理者

社会福祉
協議会

警察・消防民生委員
児童委員
（地元） 防災・減災の実現

消防（分署）
警察（交番）

自主
防災組織

保育所
幼稚園

（学校）

役 場

・上下流バランスや沿川の土地利用も考慮し、豊かな河川環境や風土、歴史等に配慮しながら、
河川改修を推進する。

・流域内の既存ダムを活用した洪水調節機能の強化を図る。



新宮川水系（熊野川）河川整備計画のポイント

・土砂の移動による災害の防止、適切な河川等の整備・管理、海岸侵食の抑制、生態系や景観
等の河川・海岸環境の保全、河川・海岸の適正な利活用のため、流域の源頭部から海岸まで
を一貫した総合的な土砂管理を行う。

□ 持続可能な総合的な土砂管理を実現する

総合的な土砂管理のイメージ図

□ 世界遺産の川にふさわしい河川環境を保全、継承する

・多様な動植物が生息・生育・繁殖する自然豊かな河川環境を保全し、熊野三山等の今なお息
づく歴史文化の継承を目指す。

・河川景観、舟運等の歴史・文化に配慮した流水の維持を図る。

干潟・ワンドに
生息する生物

イカルチドリカワラハココ カワラバッタ

礫河原に生息する生物

イドミミズハゼ

干潟・ワンドの
保全の実施イメージ

熊野川1.０k付近 熊野川3.０k付近

礫河原の保全の
実施イメージ



新宮川水系（熊野川）河川整備計画のポイント

・まちと川が一体となった良好な空間を形成するほか、自然とのふれあいや環境学習の場を整
備・保全する。

□ 人と河川との豊かなふれあい、交流を育む

河川清掃（市田川）

・観光や河川環境等への影響が懸念されている濁水の長期化抑制を図る。
・自然環境が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力がある地域づくりを進めるグリーン

インフラに関する取組をハード、ソフトにおいて推進する。

□ 世界遺産の川にふさわしい河川環境を保全、継承する

濁度状況－南桧杖(新宮市)

3.6ｋ左岸から上流方向の眺望（手前は御船島）

水生生物調査の状況

・水理・水文や土砂移動等の観測、調査を継続して行い、気候変動に対する流域の降雨・流
出特性や洪水の流下特性、河川生態等への影響を把握する。

□ 将来の流域の変化に備える

熊野川河口部砂州の経年変化




